
専門医からの一口メモ

◆ 「難治性喘息について」 ◆

小児科 医長 田 中 由起子（アレルギー専門医）
ステロイド吸入など抗炎症治療による長期管理の普及によって、小児気管支喘息入院患者数は減少していま
す。最近では成人領域に引き続き、小児においても最重症喘息治療として使用できる、抗 IgE 抗体をはじめとす
る生物学的製剤が増えてきました。重症患者に対する反復する全身ステロイド投与による弊害がなくなり、最重
症喘息治療が可能になったと考えられますが、その安全性や特性を今後注意深く見ていく必要があります。
一方、小児気管支喘息治療・
管理ガイドライン2017による
と、喘息重症度の疫学調査にお
いて、治療を加味した真の重症
度＊１で最重症持続型に該当す
る児が５％程度存在すること
が報告されており、学童期には
年次的にむしろ増加している
傾向があることが報告されて
います。「真の重症喘息が増加
しているのか、安易に高用量
ICS/LABA＊２を使用すること
で見かけの重症度が高くなっ
ているのか明らかでなく、重症
喘息の定義、管理方針などにつ
いては今後の課題である。」と
なっています。個々の喘息患
児の予後として、学童期で完全
治癒するのか、成人まで持ち越
すのか、一旦見かけ上は治癒し
ていても、成人もしくは高齢者
で再燃するのか、明確な指標と
なるものがありません。成人
に な っ て か ら 発 症 す る
COPD＊３の危険因子になると
の報告もあり、寛解の期間にも
呼吸機能検査の年次変化をみ
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ながら、治癒を目指していくのが理想です。しかし実際には小児科を受診していた患児も年齢が上がると、塾
やクラブ等で時間的に病院受診が難しく受診が途切れ、その後の経過を小児科側からは見きれていない感じが
あり悩ましいところです。アドヒアランスの不良や受動喫煙、アレルギー性鼻炎などの合併症による難治喘息
を減らすため、クリニックの小児科・内科・耳鼻科の先生方と連携をとりながら、喘息患児を将来重症喘息に
させないように、急性期治療のみではなく、アレルギー専門医としてトータルケアを目指し頑張りたいと思っ
ております。
＊１．治療ステップを考慮した小児喘息の重症度の判断：すでに治療が開始されている場合は、治療薬によって症状が軽減するた

め、治療ステップを考慮した重症度を「真の重症度」と示す

＊２．ICS/LABA吸入ステロイド・長時間作用性吸入β２刺激薬合剤

＊３．COPD慢性閉塞性肺疾患

当院にアレルギー専門医の吉野翔子医師が非常勤医師として新たに加わります。

「小児アレルギーに特化した病院での勤務経験を生か

し、地域のアレルギーをもつお子さんやそのご家族

が、少しでも快適な日々を送れるよう微力ながら尽力

したいと思っております。今後も一層の努力を重ね

て参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。」

令和２年度アレルギー児に対する地域連携の会開催報告

開 催 日：令和２年７月２日（木） 18：30～19：30
会 場：西市民病院 北館３階 講義室
参加人数：院外24名 院内17名 合計41名
院外内訳：医師８名、小学校養護教諭２名、保育教諭６名、保育士３名、栄養士３名、長田消防署１名、

神戸市教育委員会１名
例年グループに分かれ、グループワークを行っていましたが、今年度は感染防止のため開催時間を短くし、
グループワークの代わりに、日頃の悩みや疑問を出し合い、参加者がこれに答えていく方法で開催いたしまし
た。
ご参加いただいた皆様より多くのご意見・ご感想をいただきました。
・たくさんの医師の方のお話が聞けてとてもよかったです。
シンプルに・・・ 原則をできる限り学び取り組んでいきたいと思いました。
・とても参考になりました。医師がこんなにたくさん参加され、質問に答える形式はすばらしい。
・なかなか現場（医療関係）の先生方の話を聞く事がないので、大変勉強になりました。
・食物アレルギーのある子どもに対して、何か起きたらどうしよう、と不安のある中で保育していましたが、
今日教えていただいた事を生かして、落ちついて接していこうと思いました。
・日頃悩んでいた部分を様々な職種の方に話をしていただき、この対応でよかったのかと安心したり、新たに
学んだりする事ができました。職員間で共有したいと思います。ありがとうございました。
・本当に合っているのか、曖昧ではっきりと分かっていない事を質問し、分かりやすく教えて頂いたので、職
場で共有し、これからも理解を正しく持ち対応出来るようにしたいです。

医師（非常勤）
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・日頃保育をしている時に「これはどうだろうか？」と頭を悩ます事があるので、基本的な事ですが理解でき
てよかったです。
・色々な知らない情報を知る事ができ、とてもよかったと思います。皆で情報を共有できる所がとても良いと
思います。
・皆様の困っている事を知れてよかったです。今の時期に出来る形で会を開いて下さって、大変だったと思い
ますがよかったと思います。

令和２年市内訪問看護ステーションとの交流会開催報告

テーマ『コロナ禍における現場での困りごと』
開催日時：平成２年７月９日（木） 17：45～18：45
会 場：北館３階 講義室・会議室１・２
参加人数：院外15名 院内14名 合計29名
院外内訳：医師１名、看護師13名、理学療法士１名
ご参加いただいた皆様からのご意見・ご感想
・ＣＯＶＩＤの最新の情報なども得られてありがたかったです。質問にも回答して頂けて良かったです。
・とても分かりやすかったです。たくさんの情報がＴＶ、ネットであふれて何を信じたらよいのかわからな
かったですが、適切な情報が得られたので予防していきたいです。
・どこのステーションも不安を抱えているということがわかりました。
・他のステーションがどうしているのかわかって良かった。（どこでも困っていることは一緒と安心した。）
・他のステーションの事情を聞く事ができ勉強になりました。
・on time のトピックで、有意義な時間をすごすことができた。



令和２年西市民連携セミナー開催報告

開催日時：７月30日（木） 18：30～19：30
会 場：西市民病院 北館３階
テ ー マ：西市民病院でのCOVID-19

【日医生涯教育講座】カリキュラムコード№８感染対策（1.0 単位）対象
講 師：副院長・総合内科部長 小西弘起
参加人数：院外29名 院内16名 合計45名
院外内訳：医師７名、薬剤師５名、看護師５名、医療介護サポートセンターコーディネーター４名、

神戸市教育委員会１名、神戸市消防局１名、長田消防署２名、介護関係４名

当院の小西副院長より、「本院におけるCOVID-19」というテーマで、
①現時点でわかっていること②本院での入院症例③本院での外来診療に
ついて講演いたしました。
講演では、レントゲン、CTの画像を用いて入院症例を紹介したほか、
COVID-19の医療施設内感染は大部分入院加療で生じており外来診療で
感染する可能性は低いこと、発熱・呼吸器症状の有無ではCOVID-19の
感染リスクを評価することは不可能なので、本院では患者、付き添いの
すべてに手指消毒・マスクの着用をお願いするとともに、医療従事者は
全員手指消毒を励行しサージカルマスクの着用を義務付けアイガードの
装着を奨励していること、などの説明がありました。講演後は出席者の
皆さんから熱心なご質問をいただき、質疑応答の時間を過ごしました。

ご参加いただいた皆様からのご意見・ご感想
・第一線での症例を提示され、解説もわかりやすく良かったです。
・タイムリーな勉強会でした。私達介護施設としては、マスコミからの情報が多くて緊張感が増すのみで
したが、実際の情報に触れたことで基本を押さえていれば少し落ち着いて対応できると思いました。
・調剤薬局ではわからない内情を知ることができて大変有意義でした。
・とても勉強になりました。
具体的な症例を聞けてよかったです。

講師の小西副院長・総合内科部長

質疑応答の様子 質疑応答の様子（ＩＣＴ認定看護師による説明）



神戸市認知症疾患医療センターからのお願い

日頃は、認知症疾患医療センターへ患者さんをご紹介いただきましてありがとうございます。
認知機能検診（第１段階）で認知症の疑いがありとされた方の認知機能精密検査（第２段階 鑑別診断）
は患者さんのご家族からの電話予約も可能ですが、この場合、鑑別診断を円滑に実施するため、患者さんの
ご家族に受診日前日までに認知機能精密検査依頼書（診断様式第２－１号）を持参していただいております。
つきましては、できるだけ FAX予約をご利用いただければ幸いです。この場合、認知機能精密検査依頼
書のみの送信でも結構ですので、ご協力のほど、お願い申し上げます。

市民公開講座「西市民病院開院50周年記念特別講座」のご案内

当院は現在の地に病院を建設してから50周年を迎えました。これを記念して下記のとおり特別講座を開催
いたします。
日 時：令和２年10月31日（土）14時から16時
場 所：神戸市医師会館 大ホール（４階）（神戸市中央区橘通４-１-20）
プログラム：講 演

●「認知症へのそなえ 〜認知症となっても困らないように〜」
講演者：神戸市立医療センター西市民病院認知症疾患医療部 部長 木原 武士

（脳神経内科部長、認知症疾患医療センター長）
●「手術支援ロボットda Vinci の時代から外科治療の現在・過去・未来を観（み）る」
講演者：神戸市立医療センター西市民病院院長代行・泌尿器科部長 中村 一郎

特別講演
●「健康寿命は自分で延ばせる－尿を測って認知症も防げるか？」
講演者：武庫川女子大学国際健康開発研究所長 家森 幸男 氏

（公益財団法人兵庫県健康財団会長、京都大学医学部名誉教授）
申 込 方 法：事前申込要（やむを得ない事情により中止させていただく場合がありますので、お申し込みの

際はお名前、職種、医療機関名のほか、日中連絡の取れる電話番号をお知らせください。）
そ の 他：手指消毒の実施など感染対策を行ったうえで開催いたします。

認知症疾患医療部
部長

木原 武士

院長代行
泌尿器科部長
中村 一郎

武庫川女子大学
国際健康開発研究所長
家森 幸男 先生

神戸市医師会館へのアクセス JR 神戸駅下車徒歩約10分
高速神戸駅（阪急・阪神・山陽各電車）下車徒歩約５分
市営地下鉄大倉山駅下車 徒歩約５分




